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 思春期の小児がんの子どもの EOL ケアにおける看護師の困難感の質問項目は、Cronbach’s αの値から
十分な信頼性が確認され、KMOの値から標本妥当性およびスーパーヴィジョンにより内容妥当性が確保さ
れているといえる。また、累積寄与率が 60％以上あり構成概念妥当性も概ね確保されているといえる。そ
して、思春期の小児がんの子どものEOLケアにおける困難感は、思春期の認知発達段階は形式的操作期に
あり、看護師は自身の言葉で予後を推測されるのではないかと思い不用意に発言できない緊張感や曖昧な返
答が不安の増強につながるのではないかとの思いなどが表れたと考える。また、意思決定できる年齢にある
にもかかわらず、家族の意向で予後を伝えることができない葛藤や友人との結びつきが強い年代にあるため
面会制限などの規則をいかに調整するかといった困難感があり、今回明らかとなった思春期の小児がんの子
どものEOLケアの困難感の構造は、思春期の年代の特徴が反映された内容であると考える。 
